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調査結果ニュースリリース 
 

2020年9月28日 

報道関係各位 

～10月4日は「投資の日」 10月17日は「貯蓄の日」～ 

貯蓄と投資に関する調査2020 
貯蓄に関する自己評価 「貯蓄上手だと思う」41%、20代男性では50%が貯蓄上手と自負 

貯蓄・投資について相談するなら？「AIのほうがいい」39%、「人間の専門家のほうがいい」61% 

将来の活躍に期待して投資したい芸能人 1位「菅田将暉さん」2位「指原莉乃さん」 

大和証券グループ本社が100%出資する銀行で、「えらべる預金」を展開している株式会社大和ネクスト銀行

（https://www.bank-daiwa.co.jp/）（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 夏目景輔）は、貯蓄と投資に関する意識

と実態を探るため、2020年9月3日～9月4日の2日間、全国の20歳～69歳の男女を対象に、貯蓄と投資に関する調査を

インターネットリサーチにより実施し、1,000名の有効サンプルを集計しました。（調査協力会社：ネットエイジア株式会社） 

 

■ 貯蓄の状況 ■                     ・・・・・・・・P.2～P.5 

➢ 貯蓄の状況 「預貯金はない」14%、40代男性では20% 

➢ 「預貯金額500万円以上」27%、60代女性では55% 

➢ 「昨年末から預貯金が増えた」26%、「昨年末から預貯金が減った」19% 

➢ 貯蓄の方法 預貯金がある人の10人に1人は「タンス預金」を実践 

➢ 預貯金がある人の貯蓄スタイル 「毎月コツコツ」と「お金が余ったら」が拮抗 

➢ 今年の年末時点に到達していたい預貯金の目標額 40代の目標額は平均1,199万円 

➢ 70歳になったときに到達していたい預貯金の目標額 40代の目標額は平均2,224万円 

■ 投資の状況 ■                     ・・・・・・・・P.6～P.9 

➢ 投資の状況 「投資資産はない」48%、20代女性では65% 

➢ 「投資資産額500万円以上」15%、60代女性では36% 

➢ 「昨年末から投資資産が増えた」15%、「昨年末から投資資産が減った」8% 

➢ 資産運用の方法 1位「株式投資」2位「投資信託」3位「個人年金保険」 

➢ 今年の年末時点に到達していたい投資資産の目標額 40代の目標額は平均1,085万円 

➢ 70歳になったときに到達していたい投資資産の目標額 40代の目標額は平均2,151万円 

■ 貯蓄・投資に関する意識・実態 ■               ・・・・・・・・P.10～P.15 

➢ 貯蓄に関する自己評価 「貯蓄上手だと思う」41%、20代男性では50%が貯蓄上手と自負 

➢ 預貯金を増やすために頑張っているのは「収入アップより、支出のカット」74% 

“貯蓄上手さん”ほど「支出のカット」に取り組む傾向 

➢ これから頑張りたいのはどっち？ 「預貯金を増やすこと」67%、「投資で資産を増やすこと」33% 

➢ 自分は太っ腹？ケチ？ 「太っ腹だと思う」32%、「ケチだと思う」68% 

➢ 自分の金運は強い？弱い？ 「強いと思う」35%、「弱いと思う」65% 

➢ 貯蓄・投資について相談するなら？ 「AIのほうがいい」39%、「人間の専門家のほうがいい」61% 

20代男性では53%が「AIのほうがいい」、20代女性では71%が「人間の専門家のほうがいい」と回答 

➢ 実践している消費習慣 TOP2「セール・安売り時にまとめ買い」「ポイントアップキャンペーン時にたくさん買う」 

➢ “貯蓄下手さん”ほど「コンビニで買い物」「飲料は自動販売機で」「欲しい物があるとよく考えずに買う」を実践 

➢ 実践しているマネー習慣 3位「財布にレシートをためない」2位「お札は向きを揃えて財布に入れる」、1位は？ 

➢ “貯蓄上手さん”ほど「臨時収入は使わず貯蓄に回す」「メリハリをつけたお金の使い方」を実践 

■ 貯蓄・投資とエンタメ ■                 ・・・・・・・・P.16～P.17 

➢ 貯蓄や投資について相談したい有名人 1位「森永卓郎さん」2位「マツコ・デラックスさん」 

➢ 将来の活躍に期待して投資したい芸能人 1位「菅田将暉さん」2位「指原莉乃さん」 

➢ 貯蓄上手だと思うアニメキャラ TOP5「ドラえもん」「フグ田サザエ」「ナミ」「磯野フネ」「源静香」 

➢ 金運アップのために行きたいパワースポット 3位「明治神宮（東京都）」2位「伊勢神宮（三重県）」、1位は？  
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■ 貯蓄の状況 ■ 

◆貯蓄の状況 「預貯金はない」14%、40代男性では20% 

◆「預貯金額500万円以上」27%、60代女性では55% 

 

全国の20歳～69歳の男女1,000名（全回答者）に、貯蓄の状況について質問しました。 

 

全回答者（1,000名）に、預貯金（外貨預金、タンス預金含む）をどのくらい持っているか聞いたところ、「0円」が

13.7%、「1円～100万円未満」が26.0%、「100万円～200万円未満」が14.1%、「200万円～300万円未満」が

7.3%となりました。他方、「500万円以上」は27.2%、「1,000万円以上」は14.5%となりました。 

 

 

 

 

預貯金がない人の割合を性年代別にみると、最も高くなったのは40代男性（20.0%）、最も低くなったのは60代

女性（8.0%）でした。 

また、預貯金が500万円以上の人の割合を性年代別にみると、60代女性（55.0%）が最も高く、60代男性

（43.0%）が続きました。 
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◆預貯金（外貨預金、タンス預金含む）をどのくらい持っているか ［単一回答形式］

0円 1円
～

100
万円
未満

100
万円
～

200
万円
未満

200
万円
～

300
万円
未満

300
万円
～

400
万円
未満

400
万円
～

500
万円
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～
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万円
～

700
万円
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700
万円
～
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万円
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万円
～

900
万円
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万円
～

1000
万円
未満

1000
万円
～

1500
万円
未満

1500
万円
～

2000
万円
未満

2000
万円
～

3000
万円
未満

3000
万円
～

5000
万円
未満

5000
万円
以上

1,000万円以上

14.5%

500万円以上

27.2%
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10.0 

14.0 

14.0 
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20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

◆預貯金がない人の割合

性
年
代
別

27.2
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43.0
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55.0
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20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

◆預貯金が「500万円以上」の人の割合

性
年
代
別

調査結果 
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◆「昨年末から預貯金が増えた」26%、「昨年末から預貯金が減った」19% 

 

全回答者（1,000名）に、昨年末（2019年末）と比べて預貯金は増えているか、減っているか聞いたところ、「増え

ている」は25.5%、「変わらない」は56.0%、「減っている」は18.5%となりました。 

年代別にみると、「増えている」と回答した人の割合は20代が36.5%、30代が34.5%と、若年層で高い傾向がみ

られました。他方、「減っている」は60代（28.5%）が特に高くなりました。 

 

 

 

 

では、どのくらいの増減があったのでしょうか。 

昨年末と比べて預貯金が増えている人（255名）に、増えた金額を聞いたところ、「100万円以上」が27.1%、「50

万円～100万円未満」が22.0%、「50万円未満」が51.0%となりました。 

他方、昨年末と比べて預貯金が減った人（185名）に、減った金額を聞いたところ、「100万円以上」が33.5%、

「50万円～100万円未満」が9.2%、「50万円未満」が57.3%となりました。 
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40代【n=200】

50代【n=200】

60代【n=200】

増えている 変わらない 減っている

◆昨年末（2019年末）と比べて預貯金は増えているか、減っているか ［単一回答形式］

年
代
別

17.3 
19.6 

14.1 

22.0 
27.1 

0%

25%

50%

全体【n=255】

◆昨年末（2019年末）から増えた預貯金の額 ［単一回答形式］

対象：昨年末（2019年末）と比べて預貯金が増えている人

10万円
未満

10万円～
30万円
未満

30万円～
50万円
未満

50万円～
100万円

未満

100万円
以上

50万円未満

51.0%

21.6 21.1 

14.6 

9.2 

33.5 

0%

25%

50%

全体【n=185】

◆昨年末（2019年末）から減った預貯金の額 ［単一回答形式］

対象：昨年末（2019年末）と比べて預貯金が減っている人

10万円
未満

10万円～
30万円
未満

30万円～
50万円
未満

50万円～
100万円

未満

100万円
以上

50万円未満

57.3%
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◆貯蓄の方法 預貯金がある人の10人に1人は「タンス預金」を実践 

◆預貯金がある人の貯蓄スタイル 「毎月コツコツ」と「お金が余ったら」が拮抗 

 

次に、貯蓄の方法や貯蓄スタイルについて質問しました。 

 

預貯金がある人（863名）に、貯蓄の方法を聞いたところ、「円普通預金・貯金」（86.0%）がダントツ、以降、「円定

期預金・貯金」（37.7%）、「タンス預金」（10.5%）が続きました。 

年代別にみると、「円定期預金・貯金」は年代が上がるにつれ高くなる傾向がみられ、最も高い60代では61.1%

でした。 

 

 

 

貯蓄スタイルとしてあてはまるものを聞いたところ、「毎月コツコツと貯蓄」（54.9%）と「お金が余ったときに貯蓄」

（53.5%）が高くなりました。定期的な貯蓄を行っている人や余裕資金ができたときに貯蓄を行っている人が多いよ

うです。そのほか、「臨時収入（ボーナスなど）があったときに貯蓄」は30.1%でした。 

年代別にみると、20代～40代では「毎月コツコツと貯蓄」（20代62.7%、30代58.3%、40代62.0%）が最も高く、

50代・60代では「お金が余ったときに貯蓄」（50代58.9%、60代53.9%）が最も高くなりました。 

 

 

  

86.0 

37.3 

10.5 7.3 5.7 5.3 0.0 
0%

50%

100%

全体【n=863】

◆貯蓄の方法 ［複数回答形式］ 対象：預貯金がある人

ｎ数

円普通預金・
貯金

円定期預金・
貯金

タンス預金 外貨普通
預金

外貨定期
預金

財形貯蓄 その他

863 86.0 37.3 10.5 7.3 5.7 5.3 -

20代 169 83.4 19.5 11.8 8.3 7.7 7.1 -

30代 180 87.8 28.3 12.8 8.9 6.7 5.6 -

40代 166 84.3 34.3 10.2 9.0 5.4 4.8 -

50代 168 88.1 42.3 7.7 4.8 2.4 6.0 -

60代 180 86.1 61.1 10.0 5.6 6.1 3.3 -

■全体比+10pt以上　■全体比+5pt以上　■全体比-5pt以下　■全体比-10pt以下　　　　　（％）

全体

年
代
別

54.9 53.5 

30.1 

0.0 
0%

50%

100%

全体【n=863】

◆貯蓄スタイルとしてあてはまるもの ［複数回答形式］ 対象：預貯金がある人

ｎ数

毎月コツコツと貯蓄 お金が余ったときに貯蓄 臨時収入（ボーナスなど）が
あったときに貯蓄

その他

863 54.9 53.5 30.1 -

20代 169 62.7 49.1 29.6 -

30代 180 58.3 51.1 30.0 -

40代 166 62.0 54.8 34.9 -

50代 168 48.2 58.9 31.5 -

60代 180 43.9 53.9 25.0 -

■全体比+10pt以上　■全体比+5pt以上　■全体比-5pt以下　■全体比-10pt以下　　　　　（％）

全体

年
代
別
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◆今年の年末時点に到達していたい預貯金の目標額 40代の目標額は平均1,199万円 

◆70歳になったときに到達していたい預貯金の目標額 40代の目標額は平均2,224万円 

 

預貯金の目標額はいくらくらいなのでしょうか。 

 

全回答者（1,000名）に、預貯金の目標額を聞いたところ、【今年の年末時点に到達していたい預貯金（外貨預金、

タンス預金含む）の目標額】では、目標額がある人（437名）の目標額の平均は1,015万円でした。 

年代別にみると、目標額の平均は、40代以上では1,000万円を超えており、40代1,199万円、50代1,269万円、

60代1,566万円となりました。 

 

 

 

 

また、【70歳になったときに到達していたい預貯金（外貨預金、タンス預金含む）の目標額】では、目標額がある

人（484名）の目標額の平均は2,034万円でした。 

年代別にみると、目標額の平均は20代（2,245万円）が最も高く、40代（2,224万円）が続きました。 

 

 
  

1,015万円

582万円
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1,199万円

1,269万円

1,566万円

0万円 1,000万円 2,000万円

全体【n=437】

20代【n=98】

30代【n=98】

40代【n=95】

50代【n=78】

60代【n=68】

◆今年の年末時点に到達していたい預貯金（外貨預金、タンス預金含む）の目標額の平均

対象：目標額がある人

年
代
別

2,034万円

2,245万円

1,883万円

2,224万円

1,854万円

1,930万円

0万円 1,500万円 3,000万円

全体【n=484】

20代【n=98】

30代【n=103】

40代【n=106】

50代【n=92】

60代【n=85】

◆70歳になったときに到達していたい預貯金（外貨預金、タンス預金含む）の目標額の平均

対象：目標額がある人

年
代
別
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■ 投資の状況 ■ 

◆投資の状況 「投資資産はない」48%、20代女性では65% 

◆「投資資産額500万円以上」15%、60代女性では36% 

 

続いて、投資の状況について質問しました。 

 

全回答者（1,000名）に、預貯金以外の金融資産（株式、債券、投資信託、積立型生命保険、個人年金など）をど

のくらい持っているか聞いたところ、「0円」は47.9%となりました。半数近くの人は、投資による資産形成を行ってい

ないようです。他方、「500万円以上」は15.4%、「1,000万円以上」は8.3%となりました。 

 

 
 
 

預貯金以外の金融資産がない人の割合を性年代別にみると、男性と比べて女性のほうが高い傾向がみられ、

最も高くなった20代女性では65.0%でした。 

また、預貯金以外の金融資産が500万円以上の人の割合を性年代別にみると、60代女性（36.0%）が最も高く、

60代男性（25.0%）が続きました。 
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◆預貯金以外の金融資産（株式、債券、投資信託、積立型生命保険、個人年金など）をどのくらい持っているか ［単一回答形式］

0円 1円
～

100
万円
未満

100
万円
～

200
万円
未満

200
万円
～

300
万円
未満

300
万円
～

400
万円
未満

400
万円
～

500
万円
未満
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万円
～

600
万円
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万円
～

700
万円
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700
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～

800
万円
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～
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41.0 

38.0 

65.0 

59.0 

58.0 

55.0 

45.0 

0% 40% 80%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

◆預貯金以外の金融資産がない人の割合

性
年
代
別

15.4

9.0

17.0

19.0

17.0

25.0

1.0

6.0

10.0

14.0

36.0

0% 40% 80%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

◆預貯金以外の金融資産が「500万円以上」の人の割合

性
年
代
別
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調査結果ニュースリリース 
 

◆「昨年末から投資資産が増えた」15%、「昨年末から投資資産が減った」8% 

 

全回答者（1,000名）に、昨年末（2019年末）と比べて預貯金以外の金融資産は増えているか、減っているか聞

いたところ、「増えている」は15.4%、「変わらない」は76.3%、「減っている」は8.3%となりました。 

年代別にみると、「増えている」と回答した人の割合は20代・30代（いずれも21.5%）が高くなりました。 

 

 

 

 

昨年末と比べて預貯金以外の金融資産が増えている人（154名）に、増えた金額を聞いたところ、「100万円以上

が24.7%、「50万円～100万円未満」が12.3%、「50万円未満」が63.0%となりました。 

他方、昨年末と比べて預貯金以外の金融資産が減った人（83名）に、減った金額を聞いたところ、「100万円以上」

が45.8%、「50万円～100万円未満」が2.4%、「50万円未満」が51.8%となりました。 

 

   
  

15.4 

21.5 

21.5 

18.0 

8.5 

7.5 

76.3 

73.5 

74.0 

74.0 

82.0 

78.0 

8.3 

5.0 

4.5 

8.0 

9.5 

14.5 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代【n=200】

30代【n=200】

40代【n=200】

50代【n=200】

60代【n=200】

増えている 変わらない 減っている

◆昨年末（2019年末）と比べて預貯金以外の金融資産は増えているか、減っているか ［単一回答形式］

年
代
別

20.8 
26.6 

15.6 
12.3 

24.7 

0%

30%

60%

全体【n=154】

◆昨年末（2019年末）から増えた預貯金以外の金融資産の額

［単一回答形式］

対象：昨年末（2019年末）と比べて

預貯金以外の金融資産が増えている人

50万円未満

63.0%

10万円
未満

10万円～
30万円
未満

30万円～
50万円
未満

50万円～
100万円

未満

100万円
以上

24.1 

16.9 

10.8 

2.4 

45.8 

0%

30%

60%

全体【n=83】

◆昨年末（2019年末）から減った預貯金以外の金融資産の額

［単一回答形式］

対象：昨年末（2019年末）と比べて

預貯金以外の金融資産が減っている人

50万円未満

51.8%

10万円
未満

10万円～
30万円
未満

30万円～
50万円
未満

50万円～
100万円

未満

100万円
以上
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調査結果ニュースリリース 
 

◆資産運用の方法 1位「株式投資」2位「投資信託」3位「個人年金保険」 

 

資産運用の方法として、どのようなものが多く活用されているのでしょうか。 

 

預貯金以外の金融資産がある人（521名）に、資産運用の方法を聞いたところ、「株式投資」（34.2%）が最も高く、

次いで、「投資信託」（31.5%）、「個人年金保険」（23.4%）となりました。 

性年代別にみると、「個人型確定拠出年金（iDeCo）」は30代男性（26.7%）が他の層と比べて高くなりました。 

 

 

  

34.2 
31.5 

23.4 

11.7 11.3 

6.1 

1.2 

0%

25%

50%

全体【n=521】

◆資産運用の方法 ［複数回答形式］ 対象：預貯金以外の金融資産がある人

ｎ数

株式投資 投資信託 個人年金
保険

貯蓄型生命
保険

個人型確定
拠出年金

（iDeCo）

債券投資 その他

521 34.2 31.5 23.4 11.7 11.3 6.1 1.2

20代男性 63 30.2 34.9 9.5 6.3 14.3 6.3 1.6

30代男性 60 45.0 31.7 16.7 16.7 26.7 10.0 -

40代男性 59 39.0 35.6 23.7 6.8 15.3 3.4 1.7

50代男性 59 45.8 32.2 28.8 10.2 5.1 1.7 -

60代男性 62 43.5 25.8 12.9 12.9 6.5 6.5 1.6

20代女性 35 22.9 14.3 28.6 8.6 11.4 8.6 -

30代女性 41 12.2 17.1 24.4 14.6 9.8 2.4 -

40代女性 42 16.7 28.6 33.3 19.0 16.7 4.8 2.4

50代女性 45 31.1 48.9 31.1 8.9 6.7 4.4 4.4

60代女性 55 38.2 38.2 34.5 14.5 - 12.7 -

■全体比+10pt以上　■全体比+5pt以上　■全体比-5pt以下　■全体比-10pt以下　　 （％）

全体

性
年
代
別
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調査結果ニュースリリース 
 

◆今年の年末時点に到達していたい投資資産の目標額 40代の目標額は平均1,085万円 

◆70歳になったときに到達していたい投資資産の目標額 40代の目標額は平均2,151万円 

 

投資資産の目標額はいくらくらいなのでしょうか。 

 

全回答者（1,000名）に、預貯金以外の金融資産（株式、債券、投資信託、積立型生命保険、個人年金など）の

目標額を聞いたところ、【今年の年末時点に到達していたい預貯金以外の金融資産（株式、債券、投資信託、積立

型生命保険、個人年金など）の目標額】では、目標額がある人（294名）の目標額の平均は1,070万円でした。 

年代別にみると、目標額の平均は60代（1,748万円）が最も高く、50代（1,226万円）、40代（1,085万円）が続き

ました。 

 

 

 

 

また、【70歳になったときに到達していたい預貯金以外の金融資産（株式、債券、投資信託、積立型生命保険、

個人年金など）の目標額】では、目標額がある人（350名）の目標額の平均は1,899万円でした。 

年代別にみると、目標額の平均は40代（2,151万円）が最も高く、20代（1,913万円）、30代（1,832万円）が続き

ました。 

 

 
  

1,070万円

608万円

930万円

1,085万円

1,226万円

1,748万円

0万円 1,000万円 2,000万円

全体【n=294】

20代【n=68】

30代【n=60】

40代【n=72】

50代【n=48】

60代【n=46】

◆今年の年末時点に到達していたい預貯金以外の金融資産

（株式、債券、投資信託、積立型生命保険、個人年金など）の目標額の平均

対象：目標額がある人

年
代
別

1,899万円

1,913万円

1,832万円

2,151万円

1,683万円

1,831万円

0万円 1,500万円 3,000万円

全体【n=350】

20代【n=77】

30代【n=73】

40代【n=82】

50代【n=59】

60代【n=59】

◆70歳になったときに到達していたい預貯金以外の金融資産

（株式、債券、投資信託、積立型生命保険、個人年金など）の目標額の平均

対象：目標額がある人

年
代
別
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調査結果ニュースリリース 
 

■ 貯蓄・投資に関する意識・実態 ■ 

◆貯蓄に関する自己評価 「貯蓄上手だと思う」41%、20代男性では50%が貯蓄上手と自負 

◆預貯金を増やすために頑張っているのは「収入アップより、支出のカット」74% 

“貯蓄上手さん”ほど「支出のカット」に取り組む傾向 

◆これから頑張りたいのはどっち？ 「預貯金を増やすこと」67%、「投資で資産を増やすこと」33% 

 

全回答者（1,000名）に、自分は、貯蓄上手だと思うか、貯蓄下手だと思うか聞いたところ、『貯蓄上手だと思う

（計）』（「非常に」と「どちらかといえば」の合計、以下同じ）は40.5%、『貯蓄下手だと思う（計）』は59.5%となりまし

た。貯蓄は得意ではないと感じている人のほうが多いようです。 

性年代別にみると、『貯蓄上手だと思う（計）』と回答した人の割合は、男性では若年層ほど高い傾向がみられ、

20代男性では50.0%でした。 

 

 
 

預貯金を増やすために頑張っているのは、支出を減らすことか、収入を増やすことか聞いたところ、『支出を減ら

すこと（計）』は73.6%、『収入を増やすこと（計）』は26.4%となりました。 

性年代別にみると、『収入を増やすこと（計）』は20代～40代男性（いずれも33.0%）が高くなりました。 

 

 
  

7.5 

19.0 

10.0 

6.0 

4.0 

3.0 

13.0 

5.0 

8.0 

4.0 

3.0 

33.0 

31.0 

37.0 

31.0 

23.0 

24.0 

32.0 

38.0 

39.0 

35.0 

40.0 

37.7 

32.0 

40.0 

45.0 

44.0 

45.0 

35.0 

41.0 

24.0 

34.0 

37.0 

21.8 

18.0 

13.0 

18.0 

29.0 

28.0 

20.0 

16.0 

29.0 

27.0 

20.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

非常に【P】にあてはまる どちらかといえば【P】にあてはまる

どちらかといえば【Q】にあてはまる 非常に【Q】にあてはまる

◆自分は・・・【P】貯蓄上手だと思うか 【Q】貯蓄下手だと思うか ［単一回答形式］

性
年
代
別

貯蓄上手
だと思う

（計）

貯蓄下手
だと思う

（計）

40.5 59.5

50.0 50.0

47.0 53.0

37.0 63.0

27.0 73.0

27.0 73.0

45.0 55.0

43.0 57.0

47.0 53.0

39.0 61.0

43.0 57.0

20.6 

18.0 

23.0 

15.0 

21.0 

25.0 

27.0 

11.0 

14.0 

25.0 

27.0 

53.0 

49.0 

44.0 

52.0 

55.0 

51.0 

50.0 

64.0 

59.0 

54.0 

52.0 

20.6 

24.0 

29.0 

27.0 

19.0 

15.0 

19.0 

20.0 

18.0 

17.0 

18.0 

5.8 

9.0 

4.0 

6.0 

5.0 

9.0 

4.0 

5.0 

9.0 

4.0 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

非常に【P】にあてはまる どちらかといえば【P】にあてはまる

どちらかといえば【Q】にあてはまる 非常に【Q】にあてはまる

◆預貯金を増やすために頑張っているのは・・・【P】支出を減らすこと 【Q】収入を増やすこと

［単一回答形式］

性
年
代
別

支出を
減らす

こと（計）

収入を
増やす

こと（計）

73.6 26.4

67.0 33.0

67.0 33.0

67.0 33.0

76.0 24.0

76.0 24.0

77.0 23.0

75.0 25.0

73.0 27.0

79.0 21.0

79.0 21.0
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調査結果ニュースリリース 
 

貯蓄の自己評価別にみると、『支出を減らすこと（計）』と回答した人の割合は、貯蓄上手だと感じている人では

78.8%と、貯蓄下手だと感じている人（70.1%）と比べて8.7ポイント高くなりました。“貯蓄上手さん”ほど、蓄えを増

やすために支出カットに取り組んでいることがわかりました。 

 

 
 
 

また、今後、頑張りたいのは、預貯金を増やすことか、投資で資産を増やすことか聞いたところ、『預貯金を増や

すこと（計）』は67.3%、『投資で資産を増やすこと（計）』は32.7%となりました。リスクをとって高いリターンを得るこ

とよりも、なるべくリスクはとらずにコツコツ蓄えを増やしていきたいと考えている人が多いのではないでしょうか。 

性年代別にみると、『投資で資産を増やすこと（計）』と回答した人の割合は、20代～40代男性（20代46.0%、30

代46.0%、40代47.0%）が高くなりました。 

 

 
  

20.6 

21.5 

20.0 

53.0 

57.3 

50.1 

20.6 

18.5 

22.0 

5.8 

2.7 

7.9 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

貯蓄上手【n=405】

貯蓄下手【n=595】

非常に【P】にあてはまる どちらかといえば【P】にあてはまる

どちらかといえば【Q】にあてはまる 非常に【Q】にあてはまる

◆預貯金を増やすために頑張っているのは・・・【P】支出を減らすこと 【Q】収入を増やすこと

［単一回答形式］

貯
蓄
の
自
己
評
価

支出を
減らす

こと（計）

収入を
増やす

こと（計）

73.6 26.4

78.8 21.2

70.1 29.9

22.2 

16.0 

13.0 

11.0 

23.0 

22.0 

32.0 

24.0 

29.0 

27.0 

25.0 

45.1 

38.0 

41.0 

42.0 

47.0 

47.0 

46.0 

52.0 

48.0 

46.0 

44.0 

25.5 

35.0 

34.0 

35.0 

25.0 

24.0 

17.0 

19.0 

18.0 

21.0 

27.0 

7.2 

11.0 

12.0 

12.0 

5.0 

7.0 

5.0 

5.0 

5.0 

6.0 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

非常に【P】にあてはまる どちらかといえば【P】にあてはまる

どちらかといえば【Q】にあてはまる 非常に【Q】にあてはまる

◆今後、頑張りたいのは・・・【P】預貯金を増やすこと 【Q】投資で資産を増やすこと

［単一回答形式］

性
年
代
別

預貯金を
増やす

こと（計）

投資で
資産を
増やす

こと（計）

67.3 32.7

54.0 46.0

54.0 46.0

53.0 47.0

70.0 30.0

69.0 31.0

78.0 22.0

76.0 24.0

77.0 23.0

73.0 27.0

69.0 31.0
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調査結果ニュースリリース 
 

◆自分は太っ腹？ケチ？ 「太っ腹だと思う」32%、「ケチだと思う」68% 

◆自分の金運は強い？弱い？ 「強いと思う」35%、「弱いと思う」65% 

 

自分自身の性格や金運の強さについて、自己評価を聞きました。 

 

全回答者（1,000名）に、自分は、太っ腹だと思うか、ケチだと思うか聞いたところ、『太っ腹だと思う（計）』は

31.8%、『ケチだと思う（計）』は68.2%となりました。 

性年代別にみると、『ケチだと思う（計）』と回答した人の割合は、男女とも30代（男性75.0%、女性73.0%）が最も

高くなりました。 

 

 
 

 

自分の金運は、強いと思うか、弱いと思うか聞いたところ、『強いと思う（計）』は35.1%、『弱いと思う（計）』は

64.9%となりました。 

性年代別にみると、『強いと思う（計）』と回答した人の割合が最も高くなったのは60代女性（46.0%）、最も低くな

ったのは50代男性（23.0%）でした。 

 

 
  

6.2 

11.0 

4.0 

5.0 

8.0 

10.0 

6.0 

4.0 

5.0 

2.0 

7.0 

25.6 

25.0 

21.0 

24.0 

22.0 

35.0 

22.0 

23.0 

30.0 

26.0 

28.0 

50.5 

40.0 

56.0 

57.0 

53.0 

43.0 

53.0 

53.0 

50.0 

51.0 

49.0 

17.7 

24.0 

19.0 

14.0 

17.0 

12.0 

19.0 

20.0 

15.0 

21.0 

16.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

非常に【P】にあてはまる どちらかといえば【P】にあてはまる

どちらかといえば【Q】にあてはまる 非常に【Q】にあてはまる

◆自分は・・・【P】太っ腹だと思うか 【Q】ケチだと思うか ［単一回答形式］

性
年
代
別

太っ腹
だと思う

（計）

ケチだと
思う
（計）

31.8 68.2

36.0 64.0

25.0 75.0

29.0 71.0

30.0 70.0

45.0 55.0

28.0 72.0

27.0 73.0

35.0 65.0

28.0 72.0

35.0 65.0

5.8 

12.0 

8.0 

5.0 

2.0 

4.0 

3.0 

11.0 

5.0 

3.0 

5.0 

29.3 

26.0 

31.0 

31.0 

21.0 

23.0 

28.0 

30.0 

33.0 

29.0 

41.0 

42.9 

46.0 

39.0 

43.0 

44.0 

43.0 

49.0 

46.0 

36.0 

45.0 

38.0 

22.0 

16.0 

22.0 

21.0 

33.0 

30.0 

20.0 

13.0 

26.0 

23.0 

16.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

非常に【P】にあてはまる どちらかといえば【P】にあてはまる

どちらかといえば【Q】にあてはまる 非常に【Q】にあてはまる

◆自分の金運は・・・【P】強いと思うか 【Q】弱いと思うか ［単一回答形式］

性
年
代
別

強いと
思う
（計）

弱いと
思う
（計）

35.1 64.9

38.0 62.0

39.0 61.0

36.0 64.0

23.0 77.0

27.0 73.0

31.0 69.0

41.0 59.0

38.0 62.0

32.0 68.0

46.0 54.0
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調査結果ニュースリリース 
 

◆貯蓄・投資について相談するなら？ 「AIのほうがいい」39%、「人間の専門家のほうがいい」61% 

20代男性では53%が「AIのほうがいい」、20代女性では71%が「人間の専門家のほうがいい」と回答 

 

AI（人工知能）を活用したロボアドバイザー・サービスでは、資産運用プランの提案や投資アドバイス、実際の運

用などを行ってもらうことができます。 

 

全回答者（1,000名）に、貯蓄・投資について相談したいのは、AIか、人間の専門家（ファイナンシャルプランナー

やファンドマネージャーなど）か聞いたところ、「絶対にAI」は6.3%、「どちらかといえばAI」は32.7%で、合計した『AI

（計）』は39.0%、「絶対に人間の専門家」は12.0%、「どちらかといえば人間の専門家」は49.0%で、合計した『人間

の専門家（計）』は61.0%となりました。貯蓄・投資の相談をするなら、AIではなく人間の専門家を望む人が多いよう

です。 

性年代別にみると、『AI（計）』と回答した人の割合が最も高くなったのは20代男性（53.0%）、『人間の専門家

（計）』と回答した人の割合が最も高くなったのは20代女性（71.0%）でした。 

 

 

  

6.3 

18.0 

10.0 

3.0 

7.0 

5.0 

3.0 

4.0 

6.0 

3.0 

4.0 

32.7 

35.0 

31.0 

41.0 

32.0 

34.0 

26.0 

27.0 

35.0 

39.0 

27.0 

49.0 

37.0 

43.0 

46.0 

49.0 

53.0 

58.0 

58.0 

42.0 

48.0 

56.0 

12.0 

10.0 

16.0 

10.0 

12.0 

8.0 

13.0 

11.0 

17.0 

10.0 

13.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

絶対にAI どちらかといえばAI

どちらかといえば人間の専門家 絶対に人間の専門家

◆貯蓄・投資について相談したいのは、

AIか、人間の専門家（ファイナンシャルプランナーやファンドマネージャーなど）か

［単一回答形式］

性
年
代
別

AI
（計）

人間の
専門家
（計）

39.0 61.0

53.0 47.0

41.0 59.0

44.0 56.0

39.0 61.0

39.0 61.0

29.0 71.0

31.0 69.0

41.0 59.0

42.0 58.0

31.0 69.0
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調査結果ニュースリリース 
 

◆実践している消費習慣 TOP2「セール・安売り時にまとめ買い」「ポイントアップキャンペーン時にたくさん買う」 

◆“貯蓄下手さん”ほど「コンビニで買い物」「飲料は自動販売機で」「欲しい物があるとよく考えずに買う」を実践 

 

お金に関して、どのようなことを習慣にしている人が多いのでしょうか。消費習慣やマネー習慣について質問しま

した。 

 

全回答者（1,000名）に、“消費習慣”として自身にあてはまるものを聞いたところ、「セール・安売り時にまとめ買

いをする」（32.9%）と「ポイントアップキャンペーン時にたくさん買う」（30.9%）が高く、次いで、「コンビニで買い物を

する」（26.3%）、「ちょっとしたことで自分へのご褒美を買う」（14.8%）、「誘われた食事会・飲み会は断らない」

（13.8%）となりました。 

性年代別に4位以下の回答をみると、「ちょっとしたことで自分へのご褒美を買う」と「欲しい物があるとよく考えず

に買う」、「手持ちがないときはキャッシングをして買う」は20代女性（それぞれ33.0%、22.0%、10.0%）、「誘われた

食事会・飲み会は断らない」は60代男性（30.0%）、「飲料を自動販売機で買う」は50代男性（23.0%）、「新商品は

試しに買ってみる」は20代男性（13.0%）が、それぞれ他の層と比べて高くなりました。 

また、貯蓄の自己評価別にみると、貯蓄下手だと感じている人では「コンビニで買い物をする」は30.9%、「飲料

を自動販売機で買う」は16.1%、「欲しい物があるとよく考えずに買う」は13.4%と、貯蓄上手だと感じている人（そ

れぞれ19.5%、7.7%、5.4%）と比べて10ポイント前後高くなりました。“貯蓄下手さん”ほど、コンビニや自動販売機

をよく利用していたり、欲しい物を衝動買いしたりする人が多いようです。 

 

 
  

32.9 30.9 
26.3 

14.8 13.8 12.7 
10.2 

7.7 
5.2 4.5 

0%

25%

50%

全体【n=1000】

◆“消費習慣”として自身にあてはまるもの ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

ｎ数

セール・
安売り
時に
まとめ

買いをする

ポイント
アップ
キャン

ペーン時に
たくさん

買う

コンビニで
買い物を

する

ちょっと
したことで
自分への
ご褒美を

買う

誘われた
食事会・
飲み会は
断らない

飲料を
自動

販売機で
買う

欲しい
物があると

よく
考えずに

買う

新商品は
試しに

買ってみる

限定品は
見逃さず

買う

手持ちが
ないときは
キャッシン
グをして

買う

1000 32.9 30.9 26.3 14.8 13.8 12.7 10.2 7.7 5.2 4.5

20代男性 100 23.0 29.0 31.0 18.0 15.0 11.0 8.0 13.0 8.0 3.0

30代男性 100 27.0 33.0 29.0 7.0 10.0 20.0 5.0 11.0 6.0 2.0

40代男性 100 21.0 28.0 23.0 15.0 6.0 13.0 12.0 3.0 7.0 3.0

50代男性 100 30.0 29.0 34.0 8.0 10.0 23.0 7.0 5.0 3.0 7.0

60代男性 100 25.0 25.0 27.0 5.0 30.0 13.0 13.0 5.0 3.0 4.0

20代女性 100 38.0 31.0 35.0 33.0 14.0 11.0 22.0 8.0 4.0 10.0

30代女性 100 45.0 39.0 24.0 20.0 11.0 11.0 13.0 8.0 7.0 6.0

40代女性 100 35.0 37.0 25.0 15.0 14.0 12.0 9.0 11.0 4.0 5.0

50代女性 100 35.0 31.0 23.0 18.0 9.0 8.0 8.0 5.0 3.0 3.0

60代女性 100 50.0 27.0 12.0 9.0 19.0 5.0 5.0 8.0 7.0 2.0

上手 405 37.5 33.8 19.5 10.9 12.6 7.7 5.4 7.7 6.4 2.2

下手 595 29.7 28.9 30.9 17.5 14.6 16.1 13.4 7.7 4.4 6.1

■全体比+10pt以上　■全体比+5pt以上　■全体比-5pt以下　■全体比-10pt以下 （％）

全体

性
年
代
別

貯
蓄
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調査結果ニュースリリース 
 

◆実践しているマネー習慣 3位「財布にレシートをためない」2位「お札は向きを揃えて財布に入れる」、1位は？ 

◆“貯蓄上手さん”ほど「臨時収入は使わず貯蓄に回す」「メリハリをつけたお金の使い方」を実践 

 

全回答者（1,000名）に、自身が行っている“お金にまつわる習慣”を聞いたところ、「手数料がかかるときはATM

を使わない」（46.7%）が最も高くなりました。手数料がかかる時間帯を避けてATMを利用することが習慣になって

いる人が多いことがわかりました。以降、「お札は向きを揃えて財布に入れる」（36.8%）、「財布にレシートをためな

い」（35.3%）、「財布は長財布を使う」（31.0%）、「お金は必要な分だけ持ち歩く」（26.0%）が続きました。 

男女別にみると、「財布は長財布を使う」は女性では42.0%と、男性（20.0%）と比べて22.0ポイント高くなりまし

た。 

 

 

 

 

貯蓄の自己評価別にみると、貯蓄上手だと感じている人では「臨時収入は使わず貯蓄に回すようにしている」は

30.9%、「メリハリをつけたお金の使い方をする」は26.9%と、貯蓄下手だと感じている人（12.8%、9.6%）と比べて

20ポイント近く高くなりました。“貯蓄上手さん”には、ボーナスなどの臨時収入は使わずに貯蓄に回すことや、メリ

ハリを意識してお金を使うことを習慣化している人が多いようです。 
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全体【n=1000】 男性【n=500】 女性【n=500】

◆自身が行っている“お金にまつわる習慣” ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

手数料が
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全体【n=1000】 貯蓄上手【n=405】 貯蓄下手【n=595】

◆自身が行っている“お金にまつわる習慣” ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示
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調査結果ニュースリリース 
 

■ 貯蓄・投資とエンタメ ■ 

◆貯蓄や投資について相談したい有名人 1位「森永卓郎さん」2位「マツコ・デラックスさん」 

◆将来の活躍に期待して投資したい芸能人 1位「菅田将暉さん」2位「指原莉乃さん」 

◆貯蓄上手だと思うアニメキャラ TOP5「ドラえもん」「フグ田サザエ」「ナミ」「磯野フネ」「源静香」 

 

“貯蓄”や“投資”をテーマに、イメージに合う有名人・アニメキャラについて質問しました。 

 

全回答者（1,000名）に、貯蓄や投資について相談したい有名人を聞いたところ、1位「森永卓郎さん」（15件）、2

位「マツコ・デラックスさん」（13件）、3位「池上彰さん」「堀江貴文さん」（いずれも12件）となりました。 

将来の活躍に期待して投資（応援）したいと思う芸能人を聞いたところ、1位「菅田将暉さん」（19件）、2位「指原

莉乃さん」（9件）、3位「横浜流星さん」（7件）と、ドラマやバラエティで引っ張りだこの芸能人が上位に挙げられまし

た。 

 

      

 

貯蓄上手だと思うアニメキャラを聞いたところ、1位「ドラえもん（ドラえもん）」（39件）、2位「フグ田サザエ（サザエ

さん）」（19件）、3位「ナミ（ONE PIECE）」（15件）、4位「磯野フネ（サザエさん）」（13件）、5位「源静香（ドラえもん）」

（10件）となりました。 

 

 
  

◆貯蓄や投資について相談したい有名人

［自由回答形式］ ※上位10位までを表示

全体【n=1000】

順位 有名人 件数

1位 森永卓郎 15

2位 マツコ・デラックス 13

池上彰 12

堀江貴文 12

5位 明石家さんま 11

6位 タモリ 10

7位 指原莉乃 9

桐谷広人 8

所ジョージ 8

荻原博子 / 杉村太蔵
天野ひろゆき / 林修

各7

3位

8位

10位

◆将来の活躍に期待して投資（応援）したいと思う芸能人

［自由回答形式］ ※上位10位までを表示

全体【n=1000】

順位 芸能人 件数

1位 菅田将暉 19

2位 指原莉乃 9

3位 横浜流星 7

4位 浜辺美波 6

5位 嵐 5

Snow Man 4

フワちゃん 4

芦田愛菜 4

伊藤健太郎 4

広瀬すず 4

霜降り明星 4

6位

◆貯蓄上手だと思うアニメキャラ ［自由回答形式］

※上位10位までを表示 全体【n=1000】

順位 アニメキャラ 件数

1位 ドラえもん（ドラえもん） 39

2位 フグ田サザエ（サザエさん） 19

3位 ナミ（ONE PIECE） 15

4位 磯野フネ（サザエさん） 13

5位 源静香（ドラえもん） 10

きり丸（忍たま乱太郎） 9

野原みさえ（クレヨンしんちゃん） 9

8位 江戸川コナン（名探偵コナン） 8

9位 ルパン三世（ルパン三世） 5

御坊茶魔（おぼっちゃまくん） 4

骨川スネ夫（ドラえもん） 4

6位

10位
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調査結果ニュースリリース 
 

◆金運アップのために行きたいパワースポット 3位「明治神宮（東京都）」2位「伊勢神宮（三重県）」、1位は？ 

 

全回答者（1,000名）に、金運を上げるために行きたいパワースポットを聞いたところ、1位「銭洗弁財天宇賀福神

社（神奈川県）」（30件）、2位「伊勢神宮（三重県）」（24件）、3位「明治神宮（東京都）」（13件）となりました。そのほ

か、「御金神社（京都府）」（9件）や「金持神社（鳥取県）」（7件）といった、“金”という字が名称に含まれているスポッ

トが上位に挙げられました。 

 

 

  

◆金運を上げるために行きたいパワースポット

［自由回答形式］ ※上位10位までを表示

全体【n=1000】

順位 パワースポット 件数

1位 銭洗弁財天宇賀福神社（神奈川県） 30

2位 伊勢神宮（三重県） 24

3位 明治神宮（東京都） 13

4位 富士山（静岡県・山梨県） 12

御金神社（京都府） 9

出雲大社（島根県） 9

7位 鹿苑寺（京都府） 8

金持神社（鳥取県） 7

厳島神社（広島県） 7

10位 伏見稲荷大社（京都府） 6

5位

8位
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≪調査概要≫ 

◆調査タイトル ：貯蓄と投資に関する調査 2020 

◆調査対象  ：ネットエイジアリサーチのインターネットモニター会員を母集団とする 

全国の20歳～69歳の男女 

◆調査期間  ：2020年9月3日～9月4日 

◆調査方法  ：インターネット調査 

◆調査地域  ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル（有効回答から男女の比率が均等になるように抽出） 

 

 20代 30代 40代 50代 60代 計 

男性 100s 100s 100s 100s 100s 500s 

女性 100s 100s 100s 100s 100s 500s 

 

◆調査協力会社 ：ネットエイジア株式会社 

 

 

 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、 
「大和ネクスト銀行調べ」と付記のうえ、ご使用いただきますようお願い申しあげます。 

 

 

会社名  ：株式会社大和ネクスト銀行 

代表者名 ：代表取締役社長    夏目 景輔 

設立   ：2010年 4月 1日 

所在地  ：東京都千代田区丸の内一丁目9番1号 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■会社概要■■ 

 


